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ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
問
題
の
社
会
学
的
考
察

ケ
ニ
ア
に
お
け
る
予
防
教
育
を
事
例
と
し
て

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
問
題

に
つ
い
て
包
括
的
議
論
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、

I
節
と

II
節
で
展

開
す
る
。
第
二
の

H
的
は
、
ケ
ニ
ア
を
事
例
と
し
た
エ
イ
ズ
政
策
と

予
防
教
育
の
具
体
的
な
検
証
で
あ
る
。

III
節
と
IV
節
で
こ
れ
を
行
う
。

「
人
口
•

エ
イ
ズ
に
関
す
る
地
球
的
規
模
問
題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
」

を
通
し
て
、
我
が
国
の
積
極
的
な
協
力
が
こ
の
分
野
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
エ
イ
ズ
の
実
情
は

一
般
に
は
な
か
な
か
み
え
て
こ
な
い

。
本
稿
が
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
補

い
、
さ
ら
に
効
果
的
な
協
力
を
進
め
る
上
で
の

一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

西

村

由

実

子

W
H
o
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
事
務
所

ア
ソ
シ
ェ
ー
ト
・
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー

I

ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
の
現
状

国
連
エ
イ
ズ
計
画
は
‘
一
九
九
七
年

―
二
月
現
在
、
世
界
で

H
I

(1
)
 

v
/
A
I
D
S
と
共
に
生
き
る
人
々
の
数
は
三

0
六
0
万
人
と
発
表

し
た
。
こ
の
う
ち
九

0
％
以
上
を
開
発
途
上
国
が
し
め
、
サ
ハ
ラ
砂

漠
以
南
ア
フ
リ
カ

（
以
下
ア
フ
リ
カ
）
に
お
い
て
は
‘
世
界
全
体
の

約
六
八
％
に
あ
た
る
二

0
八

0
万
人
が

H
I
V
に
感
染
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
全
成
人
(
-
五
ー
四
九
歳

）
の
七

•

四
％
が
感
染
し
て
い

る
と
い
う
、
前
例
の
な
い
高
さ
で
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
か
世
界
で
最
も

深
刻
な
エ
イ
ズ
流
行
の
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
（
表
ー
1
参
照
）

ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
流
行
の
特
徴
は
、
主
な
感
染
経
路
か
異
性
間

性
交
渉
で
あ
り
、
男
女
の
感
染
比
が

一
対

一
で
あ
る
こ
と
だ
。
女
性



地域別HIVエイズ統計および特徴 (1997年12月）

HIV/AIDSと共 成人感染率 孤児総数 女性割合 主な感染経路
地域 に生きる人々

（％） （％） （％） （成人）
総数 （人）

サブサハラアフリカ 20,800,000 7.4% 7,800,000 50% 異性

南•東南アジア 6,000,000 0.6% 220,000 25% 異性

ラテンアメリカ 1,300,000 0.5% 91,000 19% 同性、IDU、異性

北 アメ リ 力 860,000 0.6% 70,000 20% 同性、IDU、異性

西ヨーロ ッ パ 530,000 0.3% 8,700 20% 異性、IDU

東アジア・太平洋 440,000 0.05% 1,900 11% IDU、異性、同性

北アフリカ中近東 210,000 0.13% 14,200 20% IDU、異性

東欧・中央アジア 150,000 0.07% 30 25% IDU、同性

豪 ・ニュージーランド 12,000 0.1% 300 5% 同性、mu
全 体 30,600,000 1.0% 8,200,000 41% 

表ー 1

出典： UN AIDS: Report on the Global HIV/ AIDS epidemic-December 1997, P3 
"Reginal HIV/ AIDS statistics and features, December 1997"より箪者作成

注1) 成人感染率とは15-49歳人口の内 HIVに感染している人々の割合である

注2) 孤児とは15歳になるまでに母親をエイズで失ったHIV陰性の子どもである

注3) IDU = Injecting Drug Users静脈注射麻薬常習者

(2
)
 

の
感
染
者
が
多
い
結
果
、
母
子
感
染
と
、
エ
イ
ズ
孤
児
の
激
増
が
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

エ
イ
ズ
孤
児
と
は
一
五
歳
ま
で
に
母
親

を
エ
イ
ズ
で
な
く
し
た

H
I
V
に
感
染
し
て
い
な
い
子
ど
も
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
現
在
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
エ
イ
ズ
孤
児
の
数
は
‘
七

八
0
万
人
に
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は
孤
児
を
拡

大
家
族
が
養
う
習
慣
が
あ
る
が
、
エ
イ
ズ
に
よ
る
孤
児
の
急
増
が
そ

の
許
容
範
囲
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
行
き

場
の
な
く
な

っ
た
孤
児
は
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
り
、
売
春
と
い
う
新
た
な
感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
り
す
る

の
で
あ
る
。

エ
イ
ズ
流
行
は
‘
ア
フ
リ
カ
の
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

(
3
)
 

す
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
人
口
学
的
影
響
を
み
て
み
よ
う
。

エ
イ
ズ

は‘

三
％
と
い
う
高
い
人
口
増
加
率
に
は
、
大
き
な
影
響
を
与
え
な

い
と
い
う
の
が
現
在
一
般
的
な
見
方
で
あ
る
。
人
口
増
加
率
に
影
響

を
与
え
る
の
は
、
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
亡
数
の
増
加
よ
り
も
合
計
特
殊

出
生
率
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
、
平
均
寿
命
と
五
歳
未
満
死
亡
率
に
与

え
る
影
響
は
、
著
し
い

。
図
ー
1
は
エ
イ
ズ
の
影
響
を
強
く
受
け
て

い
る
四
か
国
と
そ
れ
を
含
め
た
ア
フ
リ
カ

一
五
ヵ
国
の
平
均
寿
命
の

予
測
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

エ
イ
ズ
の
影
響
に
よ
り
、
多

く
の
国
で
、
保
健
医
療
の
改
善
等
で
見
込
ま
れ
て
い
た
平
均
寿
命
の

延
び
が
鈍
化
す
る
ば
か
り
か
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ザ
ン
ビ
ア
で
は
‘
二
〇

0
五
年
に
は

一
九
八

0
年
の
レ
ベ
ル
よ
り
も
低
く
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
九

0
年
に
東

・
中
央
ア
フ
リ
カ
で
平
均
一
五
八

92 
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出典： United Nations: AIDS and the Demography of Africa, New York, P33-34, 1994. 

Table 18. Average projected life expectancy at birth for the 15-country aggregate: 

1975-1980 to 2000-2005. Table 19 Country-spesicic projected life expectancy at birth, 

with and without AIDS: 1975-2005より箪者作成

注） 15ヵ国；マラウィ、ルワンダ、ウガンダ、ザンビア、ベニン、ブルキナファソ、プルンディ、中央ア

フリカ共和国、コンゴ、コートディボワール、ケニア、モザンビーク、タンザニア、ザイール、ジンバプエ

国
15
ヵ
国。

（千
人
当
た
り
）
で
あ
っ
た
五
歳
未
満
死
亡
率
は
エ
イ
ズ
の
な
い
場

合
一
九
九

0
年
に
一

三
二

に
滅
る
と
予
測
さ
れ
て
い
た
か
、
エ
イ
ズ

の
影
牌
で
二
0
0
0年
に
は
一
八
九
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
母
子
感
染
に
よ
る
エ
イ
ズ
の
増
加
の
た
め
で
あ
る
。
現
在
こ
の

年
齢
の
子
ど
も
の
主
な
死
亡
原
因
は
下
痢
‘
は
し
か
‘

マ
ラ
リ
ア
で

あ
る
が
、
近
々
エ
イ
ズ
が
マ
ラ
リ
ア
や
は
し
か
を
追
い
越
す
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。

エ
イ
ズ
は
‘
一
五
歳
か
ら
四
九
歳
と
い
う
最
も
生
産
的
な
人
口
を

襲
う
。
こ
れ
は
‘
保
健
部
門
の
支
出
増
加
と
労
働
力
の
喪
失
と
い
う

二
重
の
打
撃
を
経
済
に
与
え
る
。
現
在
カ
ン
パ
ラ
の
病
院
の
四

0
%

か
ら
四
五
％
は
エ
イ
ズ
患
者
で
あ
り
、
ケ
ニ
ア
で
も
二
0
0
0
年
に

は
半
数
が
そ
う
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
労
働
力
の
恨
失
は
‘
死
亡

だ
け
で
な
く
‘
治
療

・
介
護

・
非
式
の
た
め
の
欠
勤
も
含
む
。
ま
た
、

死
亡
は
労
働
力
だ
け
で
な
く
‘
そ
の
人
が
も
っ
て
い
た
技
術

・
経

験

・
知
識
の
喪
失
を
意
味
す
る
。
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
エ
イ
ズ
の
影

響
は
‘
甚
大
な
の
で
あ
る
。

93 

11

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
エ
イ
ズ
研
究
の
変
遷

ア
フ
リ
カ
人
の
エ
イ
ズ
の
ケ
ー
ス
は
‘
一

九
八
三
年
‘
ヨ

ー
ロ

ッ

パ
で
初
め
て
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
一
五
年
、
多
く
の
研
究
‘

対
策
が
な
さ
れ
て
き
た
。
本
節
で
は
そ
の
歴
史
を
追
う
。

現
在
、
世
界
で
エ
イ
ズ
対
策
に
お
い

て
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の



は
マ
ル
テ
ィ
セ
ク
ト
ラ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
社
会
の
す
べ
て
の
部
門
を
巻
き
込
ん
で
、
エ
イ
ズ
対
策
に
全

体
的

(h
o
l
i
s
t
i
c
)

に
取
り
組
む
と
い
う
体
制
で
タ
イ
や
ウ
ガ
ン
ダ

で
実
践
さ
れ
て
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
全
体
的
段
階
に

至
る
ま
で
に
、
大
き
く
三
つ
の
潮
流
が
あ
っ
た
。

エ
イ
ズ
を
「
保

健
」
「
行
動
」
「
構
造
」
の
問
題
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
関
心
や
対
策
の
違
い
を
ま
と
め
た
の
が
、
表
ー
2
で
あ

る
。
以
下
、
表
に
沿
っ
て
ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
研
究

・
対
策
の
変
遷

を
追
つ
。

保
健
の
問
題
と
し
て
の
エ
イ
ズ

一
九
八

0
年
代
初
期
の
エ
イ
ズ
流
行
開
始
期
、
エ
イ
ズ
は
言
う
ま

で
も
な
く
保
健
の
問
題
で
あ
っ
た
。

H
I
V
の
発
見
と
抗
体
検
査
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
各
地
の
売
春
婦
や
性
感
染

症
患
者
か
ら
高
い
感
染
率
か
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
を
担

っ
た
の
は
生
物
医
学
や
疫
学
で
あ
る
。

研
究
の
対
象
は
売
春
婦
等
の

「
危
険
グ
ル
ー
プ
」
で
あ
り
、
感
染
率
や
ウ
ィ
ル
ス
の
形
態
の
把
握

に
関
心
が
集
ま
っ
た
。
保
健
の
問
題
と
し
て
の
対
策
課
題
は
‘
ま
ず
、

抗
体
検
査
の
確
立
と
、
安
全
な
輸
血
用
血
液
確
保
、
使
い
捨
て
針
や

手
袋
の
供
給
な
ど
に
よ
る
医
療
現
場
で
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
、
性
感
染
症
の
十
分
な
管
理
を
行
う
こ
と
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ム
ア
ン
ザ
で
は
、
約
四
二
％

の
H
I
V
感
染
の
減
少
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
が
、

ー

こ

アフリカのエイズ研究および対策の推移

保健の問題（ウイルス） 行動の問題（個人） 構造の問題（環境）

時期 初期(1980年代中頃） 80年代後半-90年代 90年代

対象 危険グループ 危険行動 危険状況

分野 生物医学 ・疫学 人類学（社会科学） 開発学

関心 感染率、ウイルスの形態 複数パートナー ジェンダー、都市化、労働

発病の仕方 伝統的慣習 移動

対策 保健システム整備 知識態度行動変容 女性のエンパワーメント

コンドーム配布 予防教育 現金収入活動（貧困対

STD治療、結核対策 策）

94 

表ー 2



れ
は
、
住
民
に
対
す
る
性
感
染
症
の
治
療
と
教
育
が
も
た
ら
し
た
成

(4
)
 

果
で
あ
る
。
し
か
し
、
エ
イ
ズ
に
よ
る
結
核
の
増
加
と
い
う
課
題
が
、

新
た
に
浮
上
し
て
い
る
。

行
動
の
問
題
と
し
て
の
エ
イ
ズ

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
見
つ
か
ら
な
い
か
、
感
染
が
爆
発
的
に
広

が
っ
て
い
く
状
況
に
あ

っ
て
、
予
防
教
育
こ
そ
が
最
大
の
薬
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

H
I
V
は
性
交
渉
に
よ

っ
て
感
染
す
る
。
性

行
動
を
含
む

H
I
V
感
染
を
促
進
す
る

「危
険
行
動
」
の
理
解
の
必

要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
特
に
ア
フ
リ
カ
人
の
‘
性
的

奔
放
さ

(p
r
o
m
i
s
c
u
ity
)

や
割
礼
な
ど
の
慣
習
、
死
生
観
や
病
気

治
療
行
動
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

っ
た
。

こ
こ
で
活
躍
し
た
の
が
社

会
科
学
者
、
特
に
人
類
学
者
で
あ
る
。
複
数
の
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を
持

つ
こ
と
の
文
化
的
背
景
、
女
性
の
性
器
を
乾
か
す
習
慣
‘
割
礼
と

H

I
V
感
染
率
の
相
関
、
伝
統
的
な
病
気
と
エ
イ
ズ
の
関
係
な
ど
、
多

(5
)
 

く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
目
的
は
、

H
I
V
感

染
の
危
険
性
を
少
な
く
す
る
た
め
の
行
動
の
変
容
を
目
的
と
し
た
教

育
を
い
か
に
文
化
的
に
適
合
し
た
形
で
行
う
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
、
医
療
と
社
会
科
学
の
協
同
の
重
要
性
を
説
く
方
法
論
的
議

論
に
留
ま
る
も
の
が
多
く
具
体
的
な
提
言
が
少
な
い
の
が
弱
点
で
あ
る
。

2
 

3

構
造
の
問
題
と
し
て
の
エ
イ
ズ

行
動
の
変
容
を
め
ざ
す
多
く
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
な
か
な
か

目
に
見
え
る
成
果
を
出
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
人

の
性
的
奔
放
さ
を
強
調
す
る
態
度
は
反
発
を
招
い
た
。
そ
の
中
で
、

主
張
さ
れ
始
め
た
の
が
、

H
I
V
感
染
の
危
険
が
あ
る
行
動
に
至
ら

し
め
る
社
会
の
状
況
や
環
境
に
注
目
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

例
え
ば
‘
買
売
春
が
お
き
る
の
は
‘
都
市
化
と
労
働
移
動
、
社
会
に

お
け
る
女
性
の
地
位
の
低
さ
に
原
因
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
ら
根
本
的

構
造
を
改
善
し
て
こ
そ
、
エ
イ
ズ
の
問
題
は
解
決
で
き
る
と
主
張
し

(6
)
 

た
。
こ
の
立
場
を
支
持
し
た
の
は
開
発
学
で
あ
る
。
女
性
の
地
位
向

上
や
現
金
収
入
活
動
の
促
進
と
い

っ
た
農
村
開
発
で
重
要
視
さ
れ
て

き
た
課
題
が
エ
イ
ズ
対
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
解
決
策
が
拡
散
し
て
し
ま
う
点
が
こ
の
立
場
の
欠
点
で
あ

ろ
う
。

以
上
、

三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
推
移
は
‘
問
題
の
関
心
が
ウ
ィ
ル

ス
か
ら
個
人
、
そ
し
て
環
境
へ
と
文
字
ど
お
り
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ

の
世
界
へ
と
変
化
し
て
い

っ
た
軌
跡
と
も
読
み
取
れ
る
。
重
要
な
の

は
‘
こ
の
よ
う
な
推
移
が
必
要
だ

っ
た
背
景
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

が
講
じ
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
‘

H
I
V
感
染
の
大
流
行
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
と
い
う
点
だ
。

エ
イ
ズ

に
対
し
て
全
体
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
在
、

「保

健」

「行
動
」
「
構
造
」
の
す
べ
て
が
問
題
と
し
て
存
在
す
る
。
成
人

H
I

V
感
染
率
が
七

•

四
％
と
さ
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、

エ
イ
ズ
に
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む
と
い
う
の
は
‘
否
応

無
し
の
選
択
な
の
で
あ
る
。
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III 

ケ
ニ
ア
の
場
合

本
節
で
は
、

移
を
追
う
。

ケ
ニ
ア
を
事
例
と
し
て
エ
イ
ズ
の
現
状
‘

政
策
の
推

ケ
ニ
ア
の
エ
イ
ズ
の
現
状

ケ
ニ
ア
の
国
家
エ
イ
ズ
性
感
染
症
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

(National A
I
D
S
 ¥
 S
T
D
 Control P
r
o
g
r
a
m
m
e
 :
 以下
N
A

S
C
P
)
の
発
表
に
よ
る
と
一
九
九
五
年
末
現
在
、
ケ
ニ
ア
で
報
告

さ
れ
た
エ
イ
ズ
の
症
例
は
六
万
三

一
七
九
件
で
あ
る
。
現
実
的
に
は

報
告
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
こ
の
背
後
に
、

一
九
九

四
年
末
ま
で
に
百
万
人
の

H
I
V
感
染
者
が
い
る
と
見
積
も
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
‘

一
九
九

0
年
か
ら
始
ま

っ
た
一

三
都
市
の
県
立
病

院
か
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
か
ら
出
さ
れ
た
数

字
で
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
妊
産
婦
を
対
象
に
匿
名
で
行

っ
て
い
る
。
ナ
イ
ロ
ピ
を
含
む
三
都
市
で
は
二

o
i三
0
%
、
筆
者

が
言
及
す
る
カ
カ
メ
ガ
を
含
む
三
都
市
で

loー
ニ

0
％
が
、

H
I

(
8
)
 

＞
抗
体
検
査
陽
性
と
い
う
結
果
だ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
調
整

を
加
え
て
算
出
し
た
国
全
体
の
一
般
的
な
感
染
率
は
、
九

0
年
に
三
、

五
％
で
あ
っ
た
の
が
、
九
四
年
に
は
六
‘
七
％
ま
で
上
昇
し
た
。

報
告
さ
れ
た
エ
イ
ズ
の
ケ
ー
ス
を
年
齢

・
性
別
ご
と
に
表
し
た
の

が
図
ー

2
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
①
全
体
の
七
五
％
を
二

o
i四
五

ー

ケニアにおける年齢・性別による報告されたエイズのケース(1986-93年）

4,500 

男

女=-

4,000 

3,500 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

゜

図ー 2

ケ
ー

ス

〇
十
6
 

4
 ゚

5

5

 

0
ー

4

4

4

 

0
ー

4

3

3

 
4
 ゚

2

2

 
4
 

ー

〇
|
ー0

ー

4
年齢

出典 ：National AIDS Control Programme, Ministry of Health, National Council 

for Population and Development: AIDS in Kenya (Background Projections 

Impact Interventions) Nairobi, Pl3, 1993. Age and Sex Distribution of Reported 
AIDS Cases (1986-93)より 筆者作成
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歳
と
い
う
生
産
的
な
人
口
が
占
め
る
こ
と
、

②
男
女
比
が
一

対

一
で

あ
る
こ
と
‘
③
女
性
の
ピ
ー
ク
は
二
0
代
後
半
、
男
性
の
ピ
ー
ク
は

三

0
代
と
い
う
違
い
が
あ
る
こ
と
‘
④
〇
ー
四
歳
児
に
多
く
の
母
子

感
染
が
起
き
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
す

べ
て
他
の
ア
フ
リ
カ
地
域
と
共
通
し
て
い
る
。

今
後
の
予
測
に
つ
い
て
、

N
A
S
C
P
は
最
も
少
な
く
見
栢
も

っ

て
二

0
0
0
年
の
感
染
率
が
一

0
％
に
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

一
八

0
万
人
が

H
I
V
に
感
染
し
、

一
週
間
に
四
六
0
0
件
の
新
し

い
エ
イ
ズ
が
発
症
す
る
と
い
う
数
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
二

O
O

五
年
に
は
‘

一
五
歳
i
四
九
歳
の
死
亡
数
は
エ
イ
ズ
が
な
い
場
合
よ

り
三
倍
多
く
な
り
、
五
歳
未
満
死
亡
率
は
七
五
％
増
え
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。

エ
イ
ズ
は
‘
独
立
以
後
、
保
健
状
態
の
改
善
の
成
果
に

よ
る
死
亡
率
の
減
少
を
毅
す
ば
か
り
で
な
く
、
社
会

・
経
済
の
発
展

に
対
す
る
脅
威
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ケ
ニ
ア
の
エ
イ
ズ
政
策

ケ
ニ
ア
に
お
け
る

エ
イ
ズ
政
策
の
推
移
は
、
大
き
く
四
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
①
否
定
期

(-
九
八
四

I
八
七
）
②
保
健
省
中
心
期

（八

七
ー
九

―)
③
国
家
的
取
り
組
み
期

（九
ニ
ー
九
六
）
④
エ
イ
ズ
に

関
す
る
議
会
議
定
書
以
降

（九
七
i
)
で
あ
る
。

①
否
定
期
は
、
エ
イ
ズ
は

「遠
い
西
洋
の
病
気」

と
し
て
存
在
か

否
定
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
具
体
的
な
取
り
組
み
が
な
か

っ
た
時
期
で

あ
る
。
ケ
ニ
ア
で
最
初
の
エ
イ
ズ
の
ケ
ー

ス
が
報
告
さ
れ
た
の
は

一

2
 

九
八
四
年
で
、
翌
年
の
一
月
に
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
紙

に
"Killer

d
i
s
e
a
s
e
 in K
e
n
y
a
"
及
び

6

↓

H
o
r
r
o
r
 s
e
x
 d
i
s
e
a
s
e
 in K
a
k
a
m
e
g
a
"
 

と
い
う
見
出
し
で
報
道
さ
れ
た
。
当
時
、
政
府
は
ナ
イ

ロ
ビ

の
売
春

婦
の

H
I
V
感
染
に
関
す
る
情
報
が
載

っ
た
海
外
の
新
聞
の
輸
入
を

規
制
す
る
な
ど
情
報
統
制
を
行

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

全
面
的
な
否
定
の
姿
勢
の
背
景
に
は
、
観
光
産
業
へ
の
影
押
と
い
う

経
済
的
理
由
の
ほ
か
に
西
洋
人
に
対
す
る
強
い
精
神
的
反
発
が
あ
っ

た
こ
と
を
フ
ォ

ー
テ
ィ
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。

一
九
八
七
年
に
な
り
、
世
界
保
健
機
関

(W
H
O
)
の
協
力
の
も

と
N
A
S
C
P
が
打
ち
出
さ
れ
九

一
年
ま
で
の
中
期
計
画
が
で
き
た
。

②
の
保
健
省
中
心
期
で
あ
る
。
大
衆
へ
の
喚
起
、
検
査
と
カ
ウ

ン
セ

リ
ン
グ
の
基
準
設
定
、
調
査
及
び
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、

患
者
へ
の
ケ
ア
の
ト
レ

ー

ニ
ン
グ
に
重
点
が
お
か
れ
た
。

エ
イ
ズ
問

題
に
対
す
る
対
応
は
保
健
省
の
み
に
任
さ
れ
て
い
た
。
宗
教
指
導
者

は
エ
イ
ズ
の

問
題
を
認
め
つ
つ
も
コ
ン
ド
ー
ム
は

「
西
洋
の
解
決

策
」
と
し
て
反
対
し
た
。
政
治
家
の
関
与
は
少
な
く
、
政
府
に
よ
る

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
デ
ー
タ
も
出
さ
れ
ず
‘
予
防
教
育
は
援
助
に
頼

っ

て
い
た
。

政
府
が
本
腰
を
あ
げ
て
取
り
組
み
始
め
た
の
は
九
二
年
で
あ
る
。

保
健
大
臣
が
エ
イ
ズ
は
国
家
的
危
機
に
な

っ
た
と
宣
言
し
た
。

N
A

S
C
P
で
は
第
二
次
中
期
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
、
行
動
の
変
容
を
促

進
し
人
的

・
組
織
的
資
源
を
総
動
員
し
て
エ
イ
ズ
の
社
会

・
経
済
的

影
閣
に
対
処
す
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
ケ
ニ
ア
政
府
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は
一
九
九
二
年
に
は
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

・
テ
ー
タ
を
公
表
し
、
九
三

年
の
四
月
に
国
家
エ
イ
ズ
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
率
先
し
て
エ
イ
ズ

問
題
に
取
り
組
み
始
め
た
。
九
四
年
か
ら
九
六
年
の
国
家
開
発
計
画

に
は
エ
イ
ズ
の
経
済
的
影
靭
に
つ
い
て

―
つ
の
章
か
設
け
ら
れ
、
将

来
の
行
動
を
決
定
す
る
た
め
の
総
合
的
な
記
述
か
設
定
さ
れ
た
。

エ

イ
ズ
問
題
の
③
国
家
的
取
り
組
み
期
で
あ
る
。

箪
者
は
さ
ら
に

一
九
九
七
年
の

「
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
エ
イ
ズ
に
関

す
る
議
会
議
定
書」

発
表
以
降
を
ケ
ニ
ア
の
エ
イ
ズ
政
策
に
お
け
る

(10) 

里
要
な
ス
テ

ッ
プ
と
位
置
づ
け
‘
④
と
し
て
加
え
た
。
こ
の
議
定
書

作
成
に
あ
た

っ
て
は
‘
ケ
ニ
ア

N
G
O
エ
イ
ズ
協
会
を
は
じ
め
と
す

る
民
間
の
個
人

・
団
体
か
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
し
て
エ
イ
ズ
を
杜

会
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
マ
ル
テ
ィ
セ
ク
ト
ラ
ル
ア
プ

ロ
ー

チ
を
基
本
と
し
、

差
別
、
性
教
育
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ベ
イ
ス
ト

・
ケ

ア
、
孤
児
、
森
婦
な
ど
七
二
項
目
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
と
い
う
。

ェ
イ
ズ
の
最
初
の
症
例
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
一

0
年
以
上
た
ち
、
よ

う
や
く
ケ
ニ
ア
政
府
の
エ
イ
ズ
政
策
に
つ
い
て
の
明
確
な
指
針

・
枠

組
み
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
方
針
を
い
か
に
実

行
し
て
い
く
か
に
、
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
今
後
の
エ
イ
ズ
大
流
行
の
行

方
の
カ
ギ
が
あ
る
と
い
え
る
。

以
上
、
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
エ
イ
ズ
政
策
の
推
移
は
、
第

II
節
で
言

及
し
た
保
健
の
問
題
か
ら
社
会
全
体
の
問
題
へ
と
い
う
ア
フ
リ
カ
の

エ
イ
ズ
研
究
の
視
点
の
変
化
と
も

一
致
す
る
。
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の

国
に
お
い
て
、
ケ
ニ
ア
同
様
、
初
期
に
エ
イ
ズ
を
否
定
す
る
時
期
が

あ
り
、
大
流
行
に
対
す
る
対
策
が
遅
れ
た
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
反
省
さ
れ
な
け

IV

西
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
エ
イ
ズ
予
防
教
育
の
実
践

ア
フ
リ
カ
全
体
お
よ
び
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
エ
イ
ズ

問
題
の
位
置
づ

け
を
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
農
村
の
人
々
は
エ
イ
ズ
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
本

節
で
は
西
ケ
ニ
ア
で
実
施
さ
れ
た
エ
イ
ズ
予
防
教
育
の
中
で、

人
々

が
何
を
語

っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
ケ
ニ
ア
人
の
エ
イ
ズ

に
対
す
る
意
識
の
醤
的
調
査
結
果
の
考
察
、

I
E
C
(In
f
o
r
m
a
t
i
o
n

E
d
u
c
a
t
ion 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
)
活
動
一
般
に
つ
い
て
の
考
察
を

行

っ
た
上
で
、
参
加
型
教
育
劇
に
よ
る
エ
イ
ズ
予
防
教
育
の
実
践
に

言
及
す
る
。

K
D
H
S
に
み
る
ケ
ニ
ア
人
の
エ
イ
ズ
知
識

表
ー

3
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
一
九
九
三
年
に
実
施
さ

れ

た

ケ

ニ

ア

人

口

保

健

調

査

(K
e
n
y
a
D
e
m
o
g
r
a
p
h
i
c
 
a
n
d
 

H
e
a
lth 
S
ur
v
e
y
 :
 以
下

K
D
H
S
)
に
お
け
る
ケ
ニ
ア
人
の
エ
イ

ズ
に
関
す
る
知
識
で
あ
る
。

こ
の
調
査
か
ら
、
ケ
ニ
ア
人
の
約
九

九
％
が
エ
イ
ズ
と
い
う
病
気
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
九

0
％
以
上

か
性
交
渉
で
感
染
す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

男
女
約
八

0
％
が
予
防
可
能
と
応
え
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
「
性

ー
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表ー3 量的調査によるケニア人のエイズに関する知識

エイ ズについて
男 (20-54) 女 (15-49)

者lld:i(%) 股村 （％）全体 （％） 者rHn(%) 股村 （％）全体 （％）
t-・・-・・・・一—-··-·- ----

聞いた ことかある 99.7 98.9 99.1 99.2 97.5 97.8 

性交渉で感染する 97.1 95.7 96.1 93.6 89.6 90.3 

母了感染する 94.6 88.9 90.3 91.6 85.3 86.5 

f似j力r-c--きる 86 7 86.2 86.3 81. 7 78.0 78.7 

知り合いに患者がいる 47.7 37.8 40.2 47.5 40.8 42.0 

出典： National Council for Population and Development, Central Bureau of 

Statistics, Office of the Vice President and Ministry of Planning and National 

Development: Kenya Demographic and Health Survey, Nairobi, 1993 

Pl 28 Table 10. I Knowledge of AIDS, Pl30 Table 10. 3 AIDS transmission 

P131 Table 10. 4 AIDS prevention. Pl32 Table 10. 5 Personal Knowledge of AIDS 

より 筆行作成

図ー 3 ケニアにおける男女都市農村別エイズ情報源

その他 ＇工,,

ド
ー
ー↓

7
 

s‘
 

／
 

伯
恨
源

二 女u;:::トj)

訟 女（都di)

こコ 男（農村）

こコ男 （都r1n

友辻視戚

配偶者,,,,

大統領＝

゜
20 40 60 80 100 

前月にエイズについて聞いたと答えた人の割合

出典:National Council for Population and Development, Central Bureau of 

Statistics, Office of the Vice President and Ministry of Planning and National 

Development: Kenya Demographic and Health Survey, Nairobi, 1993 

Pl29 Table 10. 2 Sources of AIDS informationより哨者作成

注） パラザとは、村レベルで行われる集会のことである。
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パ
ー
ト
ナ
ー
の
数
を
減
ら
す
」
と
い
う
や
り
方
を
あ
げ
て
い
る
人
が

蔽
も
多
く
‘
「
性
交
渉
を
し
な
い
」
や
「
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う
」
を

あ
げ
て
い
る
人
の
割
合
は
少
な
い

。
知
り
合
い
に
エ
イ
ズ
患
者
が
い

る
と
い
う
人
の
割
合
は
ニ
ャ
ン
ザ
州
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
州
、
コ
ー
ス
ト

州
に
多
く
、

III
節
で
示
し
た
感
染
率
の
高
さ
と
比
例
し
て
い
る
。
ど

の
瑣
日
に
つ
い
て
も
男
性
よ
り
女
性
、
都
市
よ
り
農
村
の
方
が
知
識

の
レ
ベ
ル
か
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
量
的
調
査
か

ら
は
‘

エ
イ
ズ
に
関
す
る
碁
礎
的
知
識
は
、
は
ぼ
全
国
的
に
行
き
渡

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
知
識
を
ど
う
や
っ
て
得
た
か
を
示
し
た
の
が
図
ー

3
で

あ
る
。

f
防
教
育
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
‘
人
々
の
情
報
源
を
知
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

こ
の
図
か
ら
、
都
市
牒
村
男
女
関
わ
ら
ず
‘

ラ
ジ
オ
が
第

一
の
情
報
源
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
電
気
の
な
い
農

村
で
も
ラ
ジ
オ
だ
け
が
鳴
り
響
い
て
い
た
状
況
等
と
考
え
合
わ
せ
る

と
納
得
の
い
く
デ
ー
タ
で
あ
る
。
筆
者
が
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
‘

ラ
ジ
オ
に
次
ぐ
情
報
源
が
、
都
市
男
性
以
外
は
友
達
や
親
戚
と
の
会

話
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
聞
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
な
か

っ
た

り
文
字
が
読
め
な
い
農
村
の

人
々
や
女
性
に
と

っ
て
、
日
々
織
り
成

さ
れ
て
い
る
会
話
が
重
要
な
情
報
源
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
農
村
レ
ベ
ル
で
の

エ
イ
ズ
に
対
す
る
認
識
を
知
ろ
う
と

す
る
場
合
、
人
々
が
何
を
語
っ
て

い
る
の
か
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
語

り
か
生
ま
れ
る
背
景
と
な
る
文
脈
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

エ
イ
ズ
予
防
教
育

I
E
C
活
動
の
全
般
的
考
察

箪
者
が
西
ケ
ニ
ア
で
エ
イ
ズ
予
防
教
育

I
E
C
に
携
わ

っ
た
の
は

(12) 

一
九
九
四
年
か
ら
九
六
年
で
あ
る
。
「

K
D
H
S
に
示
さ
れ
た
よ
う

に
多
く
の
人
か
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
知
識
を
持

っ
て

い
る
。
し
か
し
、

そ
の
知
識
が
個
々
人
の
行
動
の
変
容
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
行
動

の
変
容
を
促
す
に
は
ど
の
よ
う
な
教
育
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い

う
こ
と
が
当
時
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

II
節
で
示
し
た
「
行
動

の
問
題
」
と
し
て
の
態
度
で
あ
る
。
箪
者
自
身
も
フ
ィ
ル
ム
シ
ョ

ー
、

印
刷
教
材
、
フ
ォ

ー
ク
メ
デ
ィ
ア
大
会
、
参
加
型
教
育
劇
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
手
段
を
使
っ
て
、
エ
イ
ズ
予
防
教
育

(13
)
 

を
行

っ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
い
え
る
こ
と
は
‘
行
動
の
変
容
を
促
す

決
定
打
と
な
る
―
つ
の
教
育
手
法
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
フ

ィ
ル
ム
‘
印
刷
教
材
、
教
育
劇
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
と
短
所
が
あ
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
即
し
た
手
法
を
使
っ
て

―
つ
に
限

ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
を
繰
り

返
し
て
行
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
行
動
の
変
容
と
い
う
の
は

一
夜
に
し
て
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、
長
い
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ

る
か
ら
だ
。

2
 

3

参
加
型
教
育
劇
に
お
け
る
住
民
の
性
と
エ
イ
ズ
に
か
か

わ
る
言
説

参
加
型
教
育
劇

(P
a
r
t
i
c
i
p
a
t
o
r
y
E
d
u
c
a
t
i
o
n
a
l
 
T
h
e
a
t
r
e
 

盆
以
下

P
E
T
)
と
は
何
か
。
チ
ャ
ン
バ
レ
ン
は
次
の
よ
う
に
定
義
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し
て
い
る
。

「
P
E
T
と
は
、
参
加
型
ア
プ

ロ
ー
チ
を
使

っ
て
、
観
客
が
関
心

を
持
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
探
り
、
よ
く
考
え
‘
答
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
教
育
劇
の
手
法
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

は
‘
答
え
と
解
決
を
提
示
す
る
の
で
は
な
く
‘
質
問
と
問
題
を
提
示

す
る
。
そ
の
目
的
は
、
対
象
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
世
界
に
つ
い

て
の
認
識
と
、
そ
の
世
界
に
存
在
す
る
個
人
と
し
て
の
自
分
自
身
の

認
識
に
‘
変
化
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
認
識
の
変
化
と

い
う
の
は
‘
単
に
知
識
の
喚
起
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
投

影
す
る
ド
ラ
マ
に
示
さ
れ
た
、
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
デ
ィ
レ
ン
マ

と
矛
盾
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
、
自
ら
の
態
度
を
試
し
て
み

5
14
)
 

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」

換
言
す
る
と
、

P
E
T
と
は
‘
演
劇
の
手
法
を
使
っ
て
、
試
行
錯

誤
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
社
会
の
問
題
解
決
の
方
法

を
探
る
学
習
の
方
法
で
あ
る
。
寸
劇
に
問
題
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
解

決
は
、
観
客
が
話
し
合
い

、
質
問
し
、
自
ら
演
じ
て
み
る
と
い
う
参

加
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
探
求
す
る
。
行
動
の
変
容
を
目
指
し
た
一

教
育
手
法
と
い
え
よ
う
。

こ
の

P
E
T
を
使
っ
た
エ
イ
ズ
予
防
教
育
を
、
マ
テ
ン
デ
・
ウ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
・
グ
ル
ー
プ

（以
下
マ
テ
ン
デ
）
と
い
う
ユ

ー
ス
グ
ル
ー

プ
が
、

P
A
P
A
(Preventing
A
I
D
S
 through Participatory 

(15
)
 

A
p
p
r
o
a
c
h
es)
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
行
っ
た
。
以

下
、
マ
テ
ン
デ
に
よ
る

P
E
T
の
内
容
と
二
0
回
に
お
よ
ん
だ

パ
フ

ケ
ニ
ア
の
農
村
の
人
々
が
何
を
語

っ
た
か

に
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ォ
ー
マ

ン
ス
の
中
で
、

言
及
す
る
。

マ
テ
ン
デ
の

P
E
T
の
タ
イ
ト
ル
は

『
牛
の
証
言
』
と
い
）
11b

全

体
の
構
成
は
、
表
ー

4
の
と
お
り
だ
。
エ
イ
ズ
に
よ

っ
て
亡
く
な
っ

た
タ
イ
フ
ァ
と
い
う
男
性
の
死
後
四

0
日
の
お
祭
り
の
夜
と
い
う
の

が
軸
で
あ
る
。
『
牛
の
証
言』

は
「
寡
婦
相
続
」
「
ピ
ア

・
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
」
「
コ
ン
ド
ー
ム
」
「
神
の
救
い
」
と
い
う
四
つ
の
シ
ー
ン
か
ら

成
り
立

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
｀
ン
ー
ン
が
お
祭
り
の
夜
に
起
き
た
と

い
う
設
定
だ
。
写
真
ー

1
の
よ
う
に
各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
自
己
紹
介

す
る
導
入
シ
ー
ン
と
、
牛
が
い
け
に
え
に
さ
れ
、
嘆
き
の
証
言
を
す

る
終
了
ン
ー
ン
は
決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
四
つ
の
う

ち
ど
の
シ
ー
ン
を
見
る
か
、
ま
た
そ
こ
に
提
示
さ
れ
た
問
題
か
ら
何

を
話
し
合
い
‘
ど
う
解
決
す
る
か
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
、
参
加
者
（
観
客
）
が
決
め
る
の
で
あ
る
。

パ
フ
ォ

ー
マ

ン
ス
は
一
九
九
五
年
九
月
か
ら
九
六
年
二
月
の
間
に

二

0
回
、
カ
カ
メ
ガ
・
ビ
ヒ
ガ
県
の
農
村
地
域
の
学
校
や
市
場
で
行

わ
れ
た
。
対
象
と
な

っ
た
参
加
者
は
統
計
上
ル
ヒ
ヤ
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
民
族
の
、
特
に
ワ
ン
ガ
人
、
イ
ス
ハ
人
、
マ
ラ
ゴ
リ
人

で
あ
る
。
各
シ
ー
ン
で
の
話
し
合
い
が
と
て
も
長
引
く
の
で

一
回
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
は

一
、
ニ
シ
ー
ン

で
あ
る
。
最
も
良
く
選
ば
れ
た
の
が
「
寡
婦
相
続
」
で
―
二
回
‘
続

い
て

「
コ
ン

ド
ー
ム
」
九
回‘

「
ピ
ア

・
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
」
七
回
、

「神
の
救
い

」
五
回
で
あ

っ
た
。



表ー 4 マテンデの PETr牛の証言』の構成

導入 タイファの死後40日のお祭り（シクヤアロバイネ）

シーン ＊参加者は弔問客という役を与えられる

くピア ・プレッシャー〉 くコンドーム〉

ピア（同年代の仲間）からのプレッシャ より安全な性行動の課題から、性パート

本 ーが子どもたちを性行動に導く。性教 ナーを複数持つことや、望まない妊娠
題 育の責任を問う。 などについて考える
シ

CDQ・ どんなプレッシャーによってイシ CDQ: リタはコンドームを使うようにベI 
ン ンドゥは初めての性行為をしようとして ンを説得することができるのか？

参
いるか？

加
く神の救い〉 <iJ婦相続〉

者 エイズ問題に教会（宗教）がどのような 伝統的恨習、女性の地位、検査とエイ

が 役割を果たすことかできるかを問う。 ズの問題を取上げる。
選 CDQ: 神を信じていれば、ベソティの CDQ. 媒婦相続をしないために、レジふヽ ，.

ヽ 問題は解決し、彼女は HIVに感染し ナはどうすればよいか？

なくてすむのか？

終了 タイファの埋葬と牛の生け怜

シーン “なぜ、同じことばかり繰り返すのか”という牛のI漢きの証言

出典：西村由実子：ケニアのエイズ予防教脊活動、世界と人口、 270: 34-35、1996
PET劇 ＜牛の証言〉の構成より、箪者、修正して掲載。

注） CDQ : Central Divergent Question話し合いの突破口となる質問
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写真ー 1 マテンデの r牛の証言』導入シーン

注） 1995年9月22日 シェイウェ・セカンダリースクールにて（野地隊員撮影）

全キャラクターが登場し、葛藤を表現した状態で一時停止している。右にいるファ

シリテーターが参加者の状況の把据を促そうとしている。後ろの赤い秘はストーリ

ーポードとよばれ、各シーンのタイトルと関連した絵、 CDQがかかれている。



各
シ
—
ン
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
そ
れ
を
通
し
て
人
々
が
話
し
合
っ
た

内
容
を
紹
介
す
る
。
「
寡
婦
相
続
」
と
は
、
男
性
が
亡
く
な
っ
た
際

に
そ
の
媒
婦
を
男
性
の
兄
弟
が
相
続
す
る
と
い
う
慣
習
で
あ
る
。
亡

く
な
っ
た
タ
イ
フ
ァ
の
寡
婦
と
、
彼
女
を
相
続
し
よ
う
と
す
る
弟
と

の
葛
藤
が
寸
劇
で
演
じ
ら
れ
る
。
こ
の
シ
ー
ン
で
は
、

「
検
査
」
「
女

性
の
地
位
」
「
伝
統
」
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
が
エ
イ
ズ
と
の
関
係
で

話
し
合
わ
れ
た
。
「

コ
ン
ド
ー
ム
」

の
シ
ー
ン
で
は
お
祭
り
の
夜
に

乗
じ
て
性
行
為
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
若
い
恋
人
同
士
で
、
女
の
子

か
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う
こ
と
を
主
張
す
る
が
男
の
子
が
拒
否
す
る
様

子
か
演
じ
ら
れ
る
。
人
々
は

「
コ
ン
ド
ー
ム
に
対
す
る
抵
抗
」
「
複

数
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
「
性
教
育
の
必
要
性
」
な
ど
に
つ
い
て
取
り
組

ん
だ
。
「
ピ
ア
・
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
」
と
は
、
同
年
代
の
仲
間
か
ら
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
こ
と
で
あ
る
。
シ
ー
ン
で
は
お
祭
り
に
や
っ
て
き

た
小
学
生
が
、
他
の
男
の
子
に

「
み
ん
な
バ
ナ
ナ
の
樹
の
下
で
大
人

の
ま
ね
を
す
る
ん
だ
か
ら
お
ま
え
も
や
れ
」
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
ら
れ
葛
藤
す
る
様
子
か
演
じ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
話
し
合
わ
れ
た

こ
と
は
、
家
庭
に
お
け
る
性
教
育
の
責
任
と
、
人
々
が
ソ
ー
シ
ャ
ル

ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
と
呼
ぶ
、
夜
の
お
祭
り
の
問
題
で
あ

っ
た
。
「
神
の

救
い
」
は
西
ケ
ニ
ア
で
盛
ん
な
キ
リ
ス
ト
教
と
エ
イ
ズ
の
関
係
を
問

う
シ
ー
ン
で
、
教
会
が
果
た
す
役
割
な
ど
に
つ
い
て
人
々
は
話
し
合

っ
た
。
二

0
回
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
ち
が

っ
た
の

で
ま
と
め
る
こ
と
は
難
し
い
の
た
か
、
以
上
か
、

P
E
T
劇

『
牛
の

証
l •

1
1
1』

を
辿
し
て
人
々
が
語
っ

た
こ
と
の
横
断
的
な
全
体
像
で
あ
る

。

こ
こ
で
、
特
に
良
く
話
し
合
わ
れ
た
寡
婦
相
続
と
、
問
題
に
さ
れ

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
箪
者
の
考
察
を
加
え
た
い
。

ま
ず
、
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
寡
婦
相
続
の
シ
ー
ン
を
皆
が
選
ぶ
の
か
、

と
い
う
こ
と
が
箪
者
の
疑
問
で
あ
っ
た
。

マ
テ
ン
デ
の
メ
ン
バ
ー
も

参
加
者
も
、
寡
婦
相
続
は
今
で
も
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
が
、

筆
者
自
身
が
二
年
の
西
ケ
ニ
ア
滞
在
中
に
そ
の
実
例
に
遭
遇
し
た
こ

と
が
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

人
類
学
的
文
献
研
究
で
箱
者
が
出
し
た
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え

は
、
人
々
か
、
「
寡
婦
II
性
的
に
自
由
で
あ
る
こ
と
か
社
会
に
認
め

ら
れ
た
存
在
」
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
男
性
の
死
と
寡
婦
の
処

遇
に
つ
い
て
、
エ
ヴ
ァ
ン
ズ

・
プ
リ
チ
ャ

ー
ド
に
よ
る
ヌ
ア
ー
族
の

研
究
が
あ
る
こ
れ
に
は
寡
婦
が
関
係
し
た
「
死
霊
婚
」
「
レ
ヴ
ィ

レ
ー
ト
」

「
内
縁
関
係
」
と
い
う
三

つ
の
結
合
形
態
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
複
数
の
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を
持
つ
こ
と
が
社
会
的
に
容

認
さ
れ
た
存
在
と
し
て
の
寡
婦
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

エ
ヴ

ァ
ン

ズ

・
。フ
リ
チ
ャ

ー
ド
は
ヌ
ア
ー
の
寡
婦
は
他

の
ア
フ
リ
カ
社
会
の
寡

婦
よ
り
ず
っ
と
自
由
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
時
代
と
民
族
が
違
う
‘

現
在
の
西
ケ
ニ
ア
の
人
々
に
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
、

P
E
T
の
中
で
、
多
く
の
人
々
が
「
寡
婦
相

続
」
を
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
‘
白
熱
し
た
議
論
を
し
て
い
た
背
景

に
「
寡
婦
は
性
的
に
自
由
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
存
在
」
と
い

う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
都
市
に
お
け
る
売
春
婦
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か
H
I
V
の
プ
ー
ル
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
農
村

に
お
い
て
{
駄
婦
が
工
イ
ズ
と
の
関
連
で
ヽ
人
々
に
イ
メ

l
ジ
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ザ
リ

ン
グ
に
は
‘
「
性
に
お
け
る
自

由
さ
が
杜
会
的
に
認
め
ら
れ
る
場
」
と
い
う
必
識
か
人
々
の
間
に
あ

っ
た
こ
と
が
、
よ
く
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
理
由
で
は
な
い
か
。

葬
式
な
ど
の
夜
は
、
人
々
が
躾
ま
り
、
酒
や
食
事
が
振
る
舞
わ
れ
、

歌
、
踊
り
が
あ

っ
て

一
種
の
社
交
場
と
な
る
。
こ
の
時
、
た
と
え
ば

「亡
く
な

っ
た
者
の
名
前
を
付
け
る
た
め
に
」
と
い
っ
て
バ
ナ
ナ
の

樹
の
下
で
性
交
渉
を
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
人
々
は

い
う
。
つ
ま
り
、
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
、
都
市
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ

る
バ

ー
や
デ
ィ
ス
コ
が
、
農
村
に
お
い
て
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ザ
リ

ン
グ
と
い
う
夜
通
し
行
わ
れ
る
伝
統
的
お
祭
り
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
述
べ
た
、
寡
婦
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
は
、
実
際

に
そ
こ
で

H
I
V
の
感
染
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
そ
れ
ら
が

H
I
V
感
染
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
人
々
か
問
題
と
し
た
、
と
い
う
あ
く
ま
で
も
言
説
レ

ベ
ル
の
話

で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
寡
婦
相
続
や
ソ
ー
シ

ャ
ル

・
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
は
、
西
ケ
ニ
ア
の
農
村
地
域
の
人
々
の
性
に
か
か
わ
る
世

界
観
を
理
解
す
る
上
で
の
、
重
要
な
切
り
口
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

エ
イ
ズ
予
防
教
育
に
お
い
て
は
、

人
々
の
性
に
か
か
わ
る
世
界
観
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

都
市
の
問
題
と
さ
れ
て
き
た
エ
イ
ズ
が
農
村
地
域
に
も
広
が
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
現
在
、
こ
こ
に
示
し
た
切
り
口
か
ら
さ
ら
に
深

い
洞
察
を
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
は
‘
箪
者
に
と
っ
て
、

次
の
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
問
題
に
つ
い
て
そ
の
全
体
像
と
ケ
ニ
ア
の
ケ

ー
ス
を
論
じ
て
き
た

。

成
人
感
染
率
が
七
•
四
％
と
さ
れ
て
い
る
ア

フ
リ
カ
に
お
い
て
、
エ
イ
ズ
は
保
健
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の

問
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ケ
ニ
ア
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
‘

一
几
九
七
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
議
定
書
よ
り
マ
ル
テ
ィ
セ
ク
ト
ラ

ル

・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
エ
イ
ズ
に
取
り
組
む
方
針
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
予
防
教
育
の
実
践
に
お
い
て
、
農
村
地
域
で
は
寡
婦
相
続
や
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
伝
統
が
エ
イ
ズ
と
の
関
係
で

人
々
に
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
性
に
か
か
わ
る
世
界
観

の
理
解
が
予
防
教
育
の
設
定
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し

こ
。

t
 

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
が
見
え
に
く
い
ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ

問
題
に
つ
い
て
ひ
と
つ
の
像
を
提
示
し
た
こ
と
を
望
む
。
そ
し
て
、

今
後
こ
の
テ
ー
マ
の
調
査
研
究
が
も

っ
と
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
ア
フ

リ
カ
の
エ
イ
ズ
に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
は
、

欧
米
で
は
莫
大
な
量
の
積
み
重
ね
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
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で
は
ま
だ
一
握
り

に

も
満

た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
調
査
研
究
を
通
し

て
、
多
く
の

批
判
•
議
論
の
場
を
も
つ
こ
と
が
‘
ひ
い
て
は
日
本
の

国
際
協
力
の
質
を
高
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
生

活
を
良
く
す
る
こ
と
に
つ
な
か
る
と
信
じ
て
い
る
。

註(l
)
 
P
e
o
p
le
 li
v
in
g
 
w
ith 
H
I
V
 ¥
 A
I
D
S
を
こ
う
訳
し
た
。

H

I
V

(
H
u
m
a
n
 I
m
m
u
n
o
d
e
fi
cie
n
c
y
 
V
iru
s)
、
い
わ
ゆ
る
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
人
と
、

A
I
D
S
(
A
c
q
uir
e
d
I
m
m
u
n
oー

D
e
fi
c
ie
n
c
y

S
y
n
d
r
o
m
e
)
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
を
発
症
し
た
人
の
両
方
を
指

し
て
い
る
。

(
2
)

ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
孤
児
に
つ
い
て
は
ハ
ン
タ
ー

(19
9
0
)
、
プ
レ
プ

ル

(19
9
0
)
、
ユ
ニ
セ
フ
報
告
淋
i
(1
9
9
0
)
を
参
照
。

(
3
)

ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
の
人

n
学
的
影
開
に
つ
い
て
は
国
連
報
告
書

(1994)

を
参
照
。

(
4
)

グ
ロ
ス
カ
ー
ス

(1
9
9
5
)
参
照
。

(
5
)

た
と
え
ば
、

J
.
C
・
コ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ル
と

P
・
コ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ル

(1996)

の
よ
う
な
研
究
か
あ
る
。

(
6
)

数
少
な
い
ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
の
社
会
学
的
研
究
と
し
て
、
福
上

（一

九
九
六
）
か
労
働
移
動
と
の
関
係
で
論
じ
て
い
る
。
ま
た
経
済
危
機
及
ぴ

構
造
調
整
と
の
関
係
で
エ
イ
ズ
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
サ
ン
ダ
ー
ス
と
サ

ン
ボ

(1991
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(7
)

ケ
ニ
ア
に
お
け
る
エ
イ
ズ
の
現
状
に
つ
い
て
は
N

A

S

C
P
報
告
円
"

(1
9
9
4
)
、
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
と
ロ
ー

(1
9
9
6
)
を
参
照
し
た
。

(
8
)

箪
者
は
デ
ー
タ
の
出
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
カ
カ
メ
ガ
州
立
病
院
の

S
T

D

/
H

I

V
/

A
I

D
S
室
の
ス
タ

ッ
フ
と
共
に
働
い
た
。

ス
タ

ソ
フ
か

ら
口
頭
で
き
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
九
四
年
に
つ
い
て
は
妊
婦
三

0
0
人

の
内
、

三
一
人

(
-
O

•

三
％
）
、
S
T

D

患
者

二
0
0
人
の
う
ち
几

J
L

人

（
ニJ
L
•五
％
）
が
H
I

V

抗
体
検
査
で
賜
性
で
あ
っ

た
と
．
＾
はっ
て
い

•J
o f

 

(9
)

フ
ォ
ー
テ
ィ
ン

(1
9
8
7
)
参
照
。

(10
)

こ
の

6

=

th
e
 S
e
s
s
io
n
a
l
 P
a
p
e
r
 N
o
 ,
 
4
 o
f
 
1
9
9
7
 o
n
 
A
I
D
S
 in 

K
e
n
y
a

"
に

関

し

て

は

A
I
D
S

A
n
a
ly
s
is
 
A
f
r
i
c
a
,
 7

(5
)
 
＂ 

2
-
4
 ,
 

O
c
t
o
b
e
r
 1
9
9
7
か
ら
情
報
を
得
た
。

(11
)

ケ
ニ
ア
人
口
保
健
調
介

(1
9
9
3
)
は‘

-
五
歳
か
ら
四
九
歳
の
女
性
七

五
四

0
人、

二

0
歳
か
ら
五
四
歳
の
男
性
二
三
三
六
人
を
対
象
に
し
た
n-m

的
調
在
で
あ
る
。

(12
)

秤
年
海
外
協
力
隊

（職

秤

社

会

学

）
と
し
て
、
国
家
人
口
開
発
審
議

会
カ
カ
メ
ガ
県
人
口
事
務
所
に
補
佐
と
し
て

一
JL
九
四
年
四
月
か
ら

一
九

九
六
年
四
月
ま
で
勤
務
し
た
。

(
1
3
)フ
ィ
ル
ム
シ
ョ
ー
お
よ
ぴ
フ
ォ
—
ク
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
佐
藤
ら
の

論
文
(
-
九
九
七
）
参
照
。

(14)

チ
ャ
ン

バ
レ

ン

(1
9
9
5)

参
照
。

(15)

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
箪
者
が

v
s
oと
共
に

V
S
O
ロ
ン
ド
ン
お
よ

ひ
在
ケ
ニ
ア
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
か
ら
の
査
金
を
得
て
行

っ
た
。

(16
)

マ
テ
ン
デ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
報
告
と
し
て
は
竹
名
の
エ

ッ

セ
イ
(

l

九
九
六
）
か
あ
る
。

(17
)

エ
ヴ
ァ
ン
ズ

・
プ
リ
チ
ャ
ー
ド

（一

九
五
一

）
及
び
和
田

（一

几
八

八
）
が
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
い

。
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笠
心

ヤ
’

ド
"
=--°"'C

話
+E-<

深

克臼
‘
巨
モ
釦

l応
泰
ギ
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松
園
万
亀
雄
、

文
堂

Miller
,N
.
 a

n
d
 
R
o
c
k
w
e
l
l
,R
.C
.
 e

d
., 

1
9
8
8
,
 A

I
D
S
 i
n
 

Africa: T
he
 

Social 
a
n
d
 P
o
l
芍
I
m
p
R
g
T
h
e
 E
d
w
i
n
 M
e
l
l
e
n
 P
r
e
s
s
,
 Le

w
iston 

¥
 Qu
e
e
n
s
t
o
n
.
 

宮
本
正
興
他
編‘

一
九
九
七
、

『新
書
ア
フ
リ
カ
史
』
、
講
談
社

宗
像
恒
次
、

一
九
九
六
、
「
エ
イ
ズ
を
通
じ
た
人
類
社
会
の
新
た
な
秩
序
」
、

r
病
と
医
療
の
社
会
学
ー
岩
波
講
座

・

現
代
社
会
学
•
第

一
四
巻
』
、
岩
波

書
店
‘

―
二
七
ー

一
四
九
頁

長
島
信
弘
、
一
九
八
七
、

『死
と
病
の
民
族
誌
、
ケ
ニ
ア
・
テ
ソ
族
の
災
因

論
』
、
岩
波
書
店

中
林
伸
浩
‘

一
九
九

一
、
『国
家
を
生
き
る
社
会
‘
西
ヶ
ニ
ア
・

イ

ス
ハ
の
氏

族
」
、
世
織
書
房

中
林
伸
浩
‘
一
九
九

一
、
「
ア
フ
リ
カ
の
宗
教
と
キ
リ

ス
ト
教
」
、
『
ア
フ
リ
カ

研
究
』
三
八
、
一
―
五
ー
一

三一

頁

N
a
t
i
o
n
a
l
 
A
I
D
S
 
C
o
n
t
r
o
l
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 ¥
 Mi
n
i
s
t
r
y
 
o
f
 
H
e
a
l
t
h
 ¥
 

N
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
u
n
c
i
l
 
for 
P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
,
 1994
,
 

A
I
D
S
 in 
K
 g y
a
,
 Ba

c
k
g
ro
ミ
良

p
m
j袋
C
l
i
o
g
I
m
pac
t
I
n
t唸
苫
ntio
薩

N
a
i
r
o
b
i
.
 

N
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
u
n
c
i
l
 
for 
P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
,
 Ce

n
t
r
a
l
 

B
u
r
e
a
u
 
of 
Statistics
,
 0
 ffice 
o
f
 
the 
V
i
c
e
 
P
r
e
s
i
d
e
n
t
 
a
n
d
 

M
i
n
i
s
t
r
y
 
of 
P
l
a
n
n
in
g
 
a
n
d
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
,
 1993
,
 

k
g
y
d
D
em
o
g
n念
hic
ミ
区
H
ealth
S
ミ
、ミ翌

N
a
irobi
.

西
村
由
実
子
、

一
九
九
五
、

「ダ
ク
タ
リ
マ
マ
の
夢
ー
ケ
ニ
ア
の
女
の
物
語

連
載
現
代
編

4
」
、
r
月
刊
ア
フ
リ
カ
』
三
五

（四
）
、
三
八
ー
四
〇
頁

一
九
九

一
、
『グ
シ
イ
‘

ケ
ニ
ア
牒
民
の
く
ら
し
と
倫
理
J

弘

西
村
由
実
子
、

一
九
九
五、

「エ

イ
ズ

一
考
」
、
r
社
会
学
雑
誌
』

三
ー

一
八
四
頁

西
村
由
実
子
、

一
九
九
六、

「
ケ
ニ
ア
の
エ
イ
ズ
予
防
教
育
活
動

二
国
際
協
力

の
現
場
か
ら
L

、
『
世
界
と
人
口
」
二
七
〇
、
三
四
ー
三
七
頁

根
岸
昌
功
他
編
、

一
九
九
三
、
『
エ
イ
ズ
教
育
テ
キ
ス
ト
、
予
防
と
共
存
の
た

め
の

Q
a
n
d
 A
』
、
学
習
研
究
社

小
田
英
郎
他
、

一
九
九
七
、

『
ア
フ
リ
カ
』
、
自
由
国
民
社

小
倉
充
夫
‘

一
九
八
六
、

『現
代
ア
フ
リ
カ
の
悩
み
』
、
日
本
放
送
出
版
協
会

小
倉
充
夫
、

一
九
九
五
、

『労
働
移
動
と
社
会
変
動
‘
ザ
ン
ビ

ア
の
人
々
の
営

み
か
ら
』
、
有
信
堂

大
津
和
子
、

一
九
九
七
、

「開
発
途
上
国
に
お
け
る

H

A

v
/
A
I
D
S

ー
人
権
の
視
点
か
ら
の
教
材
化
」
、
『国
際
理
解
』二
八
‘
九
ニ
ー

一
―
〇
頁

P
r
e
b
l
e
,E
.A
., 
1
9
9
0
,
 ^'I

m
p
a
c
t
 of H
I
V
 ¥
 AI
D
S
 o
n
 A
f
r
i
c
a
n
 C
h
i
l
d
r
e
n
", 

S
o
cial Sci g
a
e
ミミ
d
M
edicine 31 
(6)
,
 pp

6
7
1
-
6
8
0
.
 

ェ
ヴ
ァ
ン
ズ
・
プ
リ
チ

ャ
ー
ド
、

一
九
五

一
、
『
ヌ
ア
ー
族
の
親
族
と
結
婚
』
、

長
島
信
弘

•
向
井
元
子
訳
、
岩
波
害
店

S
a
n
d
ers
,D
 
.a
n
d
 

S
a
m
b
o
,A
., 

1991
,
'
＾
 

A
I
D
S
 
in 

A
f
r
i
c
a
 :
 th
e
 

Implications 

of 

E
c
o
n
o
m
i
c
 

R
ecessio
n
 
a
n
d
 
Structural 

A
d
j
u
s
t
m
e
n
t
", 
H
ealth Policy a
n
d
 ?
Ia
n
n
i
桑
6
(
2
)
,
 

p
p
l
5
7ー

16
5
.

佐
藤
都
喜
子
、

lfl
中
消
文
‘
落
合
知
子
、

一
九
九
七
、

「
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ

力
に
お
け
る
人
口
対
策
二
村
落
レ
ベ
ル
の
人
口
教
育

i

ケ
ニ
ア

・
カ
カ
メ
ガ

な
ら
ぴ
に
メ
ル
ー
で
の
活
動
事
例
」
、
r
国
際
協
力
研
究
』
一
三
（
二
）
、
三

五
ー
四
六
頁

清
水
豊
子
、

一
九
八
八
‘

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
演
劇
教
育
の
歴
史
と
現
状
」
、

r
日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
蜘
二
六、

三
七
ー
四
五
頁
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清
水
豊
子
、
一
九
九
一
、
「
英
国
の

T
I
E
劇
団
の
革
新
性
と
理
想
の
追
求
」
、

r
日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
悩
二
九
‘

1
0
九
I

―
二

O
頁

高
階
恵
美
子
、
一
九
九
四
‘
「
H

I
V
/
A
I

D
S
流
行
地
域
に
お
け
る
国
際
保

健
協
力
と
課
題
ー
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
お
け
る

N
G
O
活
動
を
と
お

し
て
ー
」
、

r
国
際
協
力
研
究
』

一
〇
（
二

O
)
、
四
七
ー
五
七
頁

U
N
I
C
E
F
,
 

1
9
9
0
,
 

C
hildren 
a
n
d
 
A
ID
S
:
 A
n
 I
m
p
e
n
d
i
n
g
 C
a
l
a
m
i
t
y
,
 

N
e
w
 Y
o
r
k
.
 

U
nit
e
d
 N
a
ti
o
n
s
,
 

1
9
9
4
,
 A

ID
S
 a
n
d
 th
e
 D
e
m
o
g
r
a
p
h
y
 of Africa
,
 Ne

w
 

Y
o
r
k
.
 

和
田
正
平
、

一
九
八
八
、
『性
と
結
婚
の
民
族
学
』、

同
朋
舎

W
e
rn
e
r,D
.
 an

d
 S
a
n
d
e
rs
,D
.
 ed
., 
1
9
9
7
,
 

Q
u
e
s
tio
n
i
n
g

苦
S
o
l
u
tio
ns
:

T
h
e
 P
olitics 
of P
r
i
m
a
r
y
 H
ealth 
C
a
r
e
 a
n
d
 C
hild 
S
u
rvival 
w
ith 

ミ

n
I
n
'd
さ
th
C
ritique 
of 0
蕊
l
R
ehydration T
ぎ
蕊
袋
,y
,
W
 o
r
k
g
r
o
u
p
 

for P
e
o
pl
e
's
 H
e
a
lt
h
 a
n
d
 Ri
g
hts
,
 Pa

l
o
 A
lt
o
.
 

吉
田
昌
夫
、

一
九
七
八
、
『
ア
フ
リ
カ
現
代
史
I
I
•
東
ア
フ
リ
カ
』
、
山
川
出
版

社
吉
田
昌
夫
他
編
‘

一
九
九
三
、
『
よ
み
が
え
る
ア
フ
リ
カ
」

日
本
貿
易
振
興
会

（付
記
）

本
稿
は
、
神
戸
大
学
文
学
研
究
科
に

一
九
九
八
年
三
月
に
提
出
し
た
修
士
論

文
『
ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
と
家
族
関
係
ー
西
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
予
防
教
育
を

事
例
と
し
て
ー
』
を
ベ
ー
ス
に
作
成
し
た
。
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
学

研
究
室
を
は
じ
め
と
す
る
他
研
究
科
も
含
め
た
神
戸
大
学
の
先
生
方
に
ご
指
導

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ケ
ニ
ア
国
に
赴
任
中
は
‘
協

力
隊
事
務
局
、

J
I
C
A
ケ
ニ
ア
事
務
所
、
そ
し
て
カ
カ
メ
ガ
人
口
事
務
所

の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
九
七
年
―
一
月
に
参
加
し
た
国
際
開
発

高
等
教
育
機
構

(F

A
S
I

D
)
の
「
人
ロ
・

エ
イ
ズ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」

で
は
‘
エ
イ
ズ
問
題
に
つ
い
て
最
新
か
つ
国
際
的
な
見
地
を
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
こ
に
、
す
ぺ
て
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

最
後
に
、
本
稿
は
‘
青
年
海
外
協
力
隊
の
社
会
学
隊
貝
と
し
て
勉
強
会
を
持

ち
、
夢
を
語
り
合

っ
た
故
佐
々
木
謙
次
さ
ん
に
、
心
か
ら
の

「あ
り
が
と
う
」

と
し
て
贈
る
。
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